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敦賀１号機 固体廃棄物移送用キャスクについて 

 
 

敦賀発電所１号機で使用済制御棒等の事業所内運搬に用いている固体廃棄物移送用キャ
スク（以下，「固廃キャスク」という。）について整理した結果は以下のとおりである。 

 
【工認設備か否か】 

固廃キャスクは，廃棄設備のうち，固体廃棄物貯蔵設備のうち，固体廃棄物移送用キャ
スクとして工事計画の認可を得ている。本 記載内容は添付 １のとおり。 
 

【性能維持施設か否か】 
固廃キャスクは廃止措置計画本文六に記載される性能維持施設とはしておらず，保安

規定の「その他自ら定める設備」としている。 
なお，固廃キャスクについては，今後使用済制御棒等を処理するにあたって，前準備と

して使用済燃料池からサイトバンカプールへの移動等に用いる可能性はあるが，使用時
期の詳細については未定である。 

 
【点検についての考え方】 

固廃キャスクは，平成 21 年度に固体廃棄物の移送作業に用いて以降，至近の使用予定
がないことから定期的な点検は実施していない。 

過去に固廃キャスクを使用していた時期においては，外観点検及びリークテスト等の
機能検査を実施していた。 

なお、使用予定が明確になった時点で点検を実施することを考えている。 
 
【今後について】 

今後，固廃キャスクについては，使用する場合には，それまでに性能維持施設として廃
止措置計画本文六に追加する方針である。その後は廃止措置計画の記載に基づき定期事
業者検査を実施する。 

 
以 上 

 



添付－1


